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I N F O R M AT I O N

ウェブサイト　　　　　　　　　　 をぜひご活用ください！

ベネッセ主催のセミナーのリ
ポート、タイムリーなテーマの
取材記事などをお届けします。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

クローズアップ！就 職 指 導
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

若手教師・教育創造 MTG メンバー企画オンライン勉強会

「マイ・ベスト・グループワーク」
開催リポート & 動画を公開中

全国の教師がよりよい学びについて語り合う
「トークライブ」リポートを公開中

山口県立山口高校の石田
純一先生、静岡県立小山
高校の美

み な

那川
がわ

雄一先生、
大分県立大分舞鶴高校の
佐藤秀信先生の実践発表
の動画を公開中です。

を語れる

生徒を育む進路指導

VIEW next ONLINE 検索

URL

https://view-next.benesse.jp/

LINE

検索ワード

友だち登録をしていただくと、ウェブサイトの記事にダイレクトにアクセスできます。
〈友だち登録の方法〉右の２次元コードを読み取っていただくか、LINEアプリの「友だち追加」＞「ID検索」
で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

スマホやパソコンで
「お気に入り」等の登録を

お願いいたします

本誌と連動した記事や、ウェブオリジナル記事を続々更新中！

新コーナーオープン！　ベネッセ　教育イノベーションセンターが「新たな学び」を発信

「もっと知りたい！」の声にお応
えして、誌面でお伝えしきれな
かった内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ウェブ
オリジナル記事

今号 P.38 掲載 今号 P.48 ─49掲載

今号 P.50 ─51掲載

変化する「児童生徒の学び」「学校のあり方」
を捉え、発展させるために、ベネッセ教育総合
研究所　教育イノベーションセンターは、多くの
学校や自治体と対話・協働しています。本コー
ナーでは、その取り組みから見える新たな学び
の様子などをお伝えします。

アクセスはこちらから！　２次元コードやLINEからもアクセスできます

全国の教師が、児童生徒の学び
や、これから求められる指導に
ついて自由に語り合うオンライ
ン対話「トークライブ」の様子
をお伝えします。

TOPページ →  教育イノベーション からご覧いただけます。

２次元コード

読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

小学生の目線に立って
大切なことを伝えたい！

プログラミングを
楽しんでもらうには？

地域貢献プログラミングチーム
菅
か ん

野
の

佑介さん  ／ 菊地英
え い

裕
す け

さん  ／ 佐々原優太さん  ／ 丹野敦広さん 

宮城県工業高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第7回

写真右下が佐々原さん、右上が丹野さん、左
上が菊地さん、左下が菅

かん

野
の

さん。

校
で
学
ん
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
小
学
生
に
教
え
る
地
域
貢
献

を
し
て
み
な
い
か
」

　
宮
城
県
工
業
高
校
電
気
科
の
橋
本
正
裕

先
生
が
、
３
年
生
に
そ
う
呼
び
か
け
た
の

は
、
２
０
２
１
年
の
夏
季
休
業
明
け
。
興

味
を
持
っ
た
８
人
の
生
徒
が
集
ま
っ
た
。

　
生
徒
の
１
人
、
佐
々
原
優
太
さ
ん
は
、

本
来
は
人
と
話
す
の
が
苦
手
。
以
前
な
ら

躊
躇
し
た
に
違
い
な
い
が
、「
自
分
を
変

え
る
機
会
に
で
き
れ
ば
」
と
、
参
加
を
決

意
し
た
。
ま
た
、
菅か

ん

野の

佑
介
さ
ん
は
、「
地

域
貢
献
」
と
い
う
言
葉
に
、「
こ
れ
ま
で

自
分
が
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

経
験
で
き
そ
う
」
と
高
揚
感
を
抱
い
た
。

８
人
の
生
徒
は
皆
、
半
年
後
の
卒
業
を
前

に
、
も
う
一
段
自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
と

考
え
、
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
。

　
活
動
に
つ
い
て
は
、「
近
隣
に
あ
る
片

平
丁
小
学
校
の
５
年
生
に
向
け
て
、
11
月

と
12
月
に
計
３
回
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
を
開
催
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
決
ま
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
内
容

は
、生
徒
た
ち
が
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
何
よ
り
小
学
生
が
楽
し
め
る
授
業
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
、『
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
っ
て
つ
ま
ら
な
い
な
』
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、

高

自分を変える新たな機会に！
小学生へのプログラミング教育に挑戦

2021年度卒業生（2022年３月に取材）
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学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

宮城県工業高校
電気科科長補佐

橋本正裕

宮城県仙台市立
片平丁小学校
教諭

今
こ ん

野
の

智
とも

道
のり

異年齢の子どもに接する経験が
生徒たちを成長させる

高校生が子どもたちの
ロールモデルになる

そ
の
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
が
苦

痛
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」
と
、
丹

野
敦
広
さ
ん
は
語
る
。

　
生
徒
た
ち
は
、
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
サ
ッ
カ
ー

や
相
撲
を
す
る
動
画
を
見
つ
け
た
。
子
ど

も
は
ゲ
ー
ム
性
が
あ
る
も
の
が
大
好
き
。

「
こ
れ
は
夢
中
に
な
る
ぞ
」
と
確
信
し
た
。

　「
３
回
の
授
業
の
う
ち
、
１
回
目
は
ロ

ボ
ッ
ト
を
走
ら
せ
、
２
回
目
は
ロ
ボ
ッ
ト

を
光
ら
せ
た
り
、
音
を
出
し
た
り
す
る
。

そ
し
て
３
回
目
に
ロ
ボ
ッ
ト
で
サ
ッ
カ
ー

と
相
撲
を
す
れ
ば
、
楽
し
み
な
が
ら
、
段

階
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

（
菅
野
さ
ん
）

業
で
は
、
佐
々
原
さ
ん
が
全
体
の

進
行
を
、
ほ
か
の
生
徒
は
各
班
の

テ
ー
ブ
ル
で
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
担
う

こ
と
に
し
た
。

　「
す
ご
く
緊
張
す
る
だ
ろ
う
け
ど
、
片

平
丁
小
学
校
は
僕
の
母
校
だ
っ
た
の
で
、

恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
、
手
を
挙
げ
ま
し
た
」（
佐
々
原
さ
ん
）

　
準
備
を
進
め
る
中
で
、
生
徒
た
ち
の
心

に
響
い
た
の
が
、「
授
業
を
行
う
時
に
は
、

教
え
ら
れ
る
側
の
目
線
に
立
つ
こ
と
が
大

事
だ
ぞ
」
と
い
う
橋
本
先
生
の
助
言
だ
っ

た
と
、
菊
地
英え

い

裕す
け

さ
ん
は
話
す
。

　「
確
か
に
子
ど
も
の
理
解
度
や
、
何
を

話
せ
ば
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
か
を
想
像

し
な
が
ら
、
話
の
内
容
や
使
う
言
葉
を
考

え
な
い
と
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子

ど
も
が
出
て
き
ま
す
。『
先
生
は
、
い
つ

も
こ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
教
え
て

い
る
ん
だ
』
と
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
」

　
片
平
丁
小
学
校
の
今こ

ん

野の

智と
も

道の
り

先
生
と
話

す
中
で
、
小
学
生
の
目
線
に
立
っ
た
説
明

の
仕
方
を
学
ん
だ
と
言
う
。

　
そ
う
し
た
気
づ
き
が
生
き
た
の
が
、
本

番
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
っ
た
。
進
行
役
を

担
う
佐
々
原
さ
ん
が
話
し
た
内
容
に
対
し

て
、
ほ
か
の
生
徒
が
「
こ
の
部
分
は
こ
う

い
う
言
い
方
に
し
た
方
が
、
子
ど
も
に
は

分
か
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
授
業
の
改
善

を
重
ね
て
い
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
迎
え
た
授
業
本
番
。小
学
生
た
ち

は
、
生
徒
た
ち
が
予
想
し
て
い
た
以
上
に
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
授
業
に
臨
ん
で
く
れ

授

設
立	

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

形
態	

全
日
制
／
機
械
科
、
電
子
機
械
科
、
電
気
科
、
イ

ン
テ
リ
ア
科
、化
学
工
業
科
、情
報
技
術
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
山
形
大
、
新
潟
大
な
ど
に
13
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
東
北
工
業
大
、
仙
台
大
な
ど
に
延
べ
78
人
が

合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
46
人
。
就
職
１
６
１
人
。

　高校生にとって、小学５年生はか
なり年齢の離れた存在です。そうし
た子どもを相手にプログラミング
を教えるとなると、「小学５年生は、
どんな活動を取り入れれば、喜んで
くれるだろう？」というように、相
手の目線に立って、一生懸命想像力
を働かせることが不可欠です。
　現在、中高連携は進んでいますが、
高校生が小学生に接する機会を増や
すことも、生徒を成長させる上で大
きな意味を持っていると、今回の活
動を通じて強く感じました。

　高校生のおかげで、子どもたちは
夢中になってプログラミング学習に
取り組んでくれました。授業後も、
「もっとプログラミングをやりたい」
といった声が多く聞かれましたし、
「自分もあんなすごいプログラムを
組めるようになりたい」と言う子も
いました。
　小学５年生は、自分の将来に対す
る意識が芽生え始める時期です。子
どもたちにとって高校生は、なりた
い自分を探すためのロールモデルの
役割も担ってくれました。

た
。
教
え
ら
れ
る
側
の
目
線
に
立
っ
て
授

業
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
成
果
だ
っ
た
。 

　「
入
念
に
準
備
を
し
て
き
た
甲
斐
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
の
し
た
こ
と
が
誰
か
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は
、
す
ご
く
う
れ
し

い
こ
と
で
す
ね
」（
丹
野
さ
ん
）

　
自
分
を
変
え
る
小
さ
な
一
歩
は
、
社
会

を
変
え
る
一
歩
に
な
る
。
生
徒
た
ち
が
校

外
で
得
た
気
づ
き
は
大
き
い
。
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